職務経歴書
年　月　日
氏名：　　　　　 
■職務要約
■職務経歴
＊病院の場合

20＊**年**月～20**年*月　医療法人　○○会　○○○病院
組織概要：**床（病床内訳）
診療科目：**
	期間
	業務内容

	20**年 **月～
20**年 ** 月
	【業務内容】入院調剤、服薬指導業務、病棟業務、***
【人員構成】薬剤師 **名

【実績・取り組み】・
　　　　　　　　 ・
　　　　　　　　 ・




＊調剤の場合
20**年**月～現在　株式会社○○○薬局
店 舗 数：** 店舗

事業内容：調剤薬局事業、介護福祉事業、**
	期間
	業務内容

	20**年 **月～
20**年 ** 月
	*店に配属　
【業務内容】調剤、服薬指導、監査、***
【応需科目】**
【在　　宅】居宅 * 件、施設 * 軒 ※在宅業務がある場合
【処方箋数】約　***　枚／日
【人員構成】薬剤師*名
【実績・取り組み】・
　　　　　　　　 ・
　　　　　　　　 ・




＊企業の場合
20**年**月～現在　株式会社****
事業内容：*** 

資本金：***万円　売上高：***万円（20xx年）　従業員数：***名　上場または非上場
	期間
	業務内容

	20**年 **月～
20**年 ** 月
	（例）○○店

【業務内容】△△販売担当として接客・販売・在庫管理業務を行う。

【実績】※実績は可能な限り数値としてご記載ください

予算比：〇％／対前年比：〇％

売り場担当人数：〇名　　

	20**年 **月～
20**年 ** 月
	（例）○○店  ※部署異動があった場合

【業務内容】副店長職としてパート・アルバイト〇名をマネジメント
【実績】※実績は可能な限り数値としてご記載ください

20xx年度　担当店舗年間売り上げ：〇万円(予算比：〇％ 対前年比：〇％)

20xx年度　担当店舗年間売り上げ：〇万円(予算比：〇％ 対前年比：〇％）

※注力商品キャンペーン〇店舗中〇位を記録


■資格
　・薬剤師免許（**年*月）
　・
　・
■自己PR
以上
職務経歴書（見本）
○年○月○日
氏名：転職　花子
■職務要約
卒後、3年間○○病院に従事し、病棟業務や混注業務、チーム医療など、病院薬剤師として幅広い業務を経験いたしました。その後、調剤薬局では外来調剤だけではなく、在宅業務も積極的に行っています。在宅業務では、トレーシングレポートを通じ医療機関と連携を取り、患者様により良い環境で治療を受けていただけるよう活動しています。また、この活動は今の会社でも積極的に取り入れられることになりました。病院や在宅業務で培ったコミュニケーション能力を活かし、個人在宅にチャレンジし、より患者様の生活に寄り添いたいと考えています。
■職務経歴
2014年04月～2017年3月　医療法人　○○会　○○○病院
組織概要：350床（急性期病棟300床、地域包括ケア病棟50床）
診療科目：内科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科・肝臓内科・糖尿病内分泌内科・腎臓内科・神経内科
血液内科・外科・消化器外科・乳腺外科・血管外科・肛門外科・脳神経外科・整形外科・耳鼻咽喉科
皮膚科・泌尿器科・眼科・小児科・精神科・婦人科・救急科・リハビリテーション科・放射線科
	期間
	業務内容

	2014年04月～2017 年 03 月
	【業務内容】入院調剤、服薬指導業務、病棟業務、薬品管理業務、高カロリー輸液調整、
　　　　　　抗がん剤混注業務、DI業務、当直業務など

【人員構成】薬剤師20名

【実績・取り組み】・2年目、3年目に新人教育を担当（各1名ずつ）
　　　　　　　　 ・循環器内科、整形外科病棟を担当
　　　　　　　　 ・NSTチームの担当として回診、カンファレンスに参加




2017年04月～現在　株式会社○○○薬局
店 舗 数：50店舗

事業内容：調剤薬局事業、介護福祉事業、等

	期間
	業務内容

	2017年04月～
現在
	A店に配属　
【業務内容】調剤、服薬指導、監査、在宅業務
【応需科目】消化器内科・小児科・耳鼻科・整形外科・眼科
【在　　宅】施設2軒（約100名）
【処方箋数】約150枚／日
【人員構成】薬剤師6名
【実績・取り組み】・2020年よりかかりつけ薬剤師として5名を担当
　　　　　　　　 ・施設1軒を担当し、医師との往診同行を実施
・施設の職員との関係構築に注力し、勉強会の依頼を受け実施




■資格
　・薬剤師免許（2014年3月）
　・研修認定薬剤師（2019年6月）

　・普通自動車免許（2010年7月）

　・
■自己PR
これまでの経験を振り返る中で、私の1番の強みは信頼関係構築力だと考えています。様々な人と信頼関係を築くために、常に相手の立場になって考え、求めていることを把握し、行動するよう心掛けて参りました。一社目に勤務した病院では、NSTチームでの業務を通して、チームワークの大切さを痛感いたしました。多職種と密にコミュニケーションを取り、積極的に情報提供をすることで、患者様により最良の医療を提供するためには、薬の専門家として何ができるのかを常に考え、実践して参りました。現職の在宅医療においても、病院での経験を活かし、医師との往診同行やカンファレンス等、チーム医療の一員としての意識を持って、業務に取り組んでいます。結果として、良好な関係を構築することができ、施設の職員の方々から勉強会の依頼を受けることが出来ました。
また、患者様に対しては、一人ひとりに寄り添い、誰にでも分かりやすい服薬指導を心掛けています。薬の服用方法や副作用の説明だけではなく、患者様の抱えておられる辛さを共有できるよう、疾患の勉強を継続し、コミュニケーションを大切にしています。
　これまでの経験・強みを活かし、今後は施設だけではなく、居宅にもチャレンジし、在宅医療をより深く学んでいきたいと考えております。患者様や地域の人々に身近な存在であり続け、気軽に相談していただける薬剤師として、貴社に貢献できるよう、尽力して参ります。よろしくお願いいたします。

以上

